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金
調
停
宮
康
志
巻
二
十

提
言
宗
也
。
俗
に
比
丘
寺
と
呼
ぺ
り
。
由
来
書
に
云
ふ
。
承
膝
元
年

藩
士
律
問
伊
織
母
儀
僑
a
位
牌
所
-
建
立
。
共
頃
寺
地
堀
川
讃
岐
町
民

有
v
之
底
、
源
地
成
に
付
、
正
徳
四
年
泉
野
今
の
寺
地
へ
移
締
仕
、
地

子
立
来
蕗
.
元
文
三
年
三
百
九
十
七
歩
拝
領
地
に
被
昌
仰
付
↓
と
あ
り
。

按
や
る
に
寸
樟
回
伊
織
は
津
田
氏
の
元
組
遠
江
守
霊
久
の
孫
た
り
。

棒
回
鳳
卿
撰
述
す
る
底
の
高
野
山
定
光
院
大
威
徳
明
王
像
記
に
云

ふ
。
家
組
遠
江
守
震
久
不
幸
縫
v
兄
.
島
昌
明
智
氏
-
敗
=
蹴
山
崎
吋
奥
a
長

子
平
議
-
従
a
敷
騎
コ
伊
固
定
a
高
野
コ
陸
a
定
光
院
-
数
日

d

盟
臣
秀
吉
開
ν

之
e

令
=
高
野
検
校
無
量
蒔
院
↓
遠
出
品
遠
州
云
々
。
文
縁
初
臨
=
落
勝
↓

進
賞
品
加
賀
プ
慶
長
中
篇
a
大
聖
寺
城
守
勝
吋
時
修
=
金
昌
寺
吋
遺
旦
金
津
府
-

草
a
創
放
生
寺
二
脚
昂
依
蹄
{
一
部
吋
至
=
孫
盛
倫
-
剣
山
=
寅
集
寺
言
宗
=
奉
・
密
綾
吋
吾

一
族
六
人
分
奉
昌
一
一
告
示
吋
不
v
詮
昌
高
野
之
難
-
と
あ
り
。
按
・
予
る
に
、
盛

倫
は
、
卸
ち
樟
回
伊
織
が
事
た
り
。
伊
織
の
時
陀
民
官
の
密
数
民
蹄

依
し
、
母
儀
の
依
牌
所
と
し
て
寅
集
寺
を
創
立
せ
し
は
‘
共
の
賢
組

父
遠
江
守
霊
久
が
、
天
正
十
年
山
崎
合
戦
後
高
野
山
に
隠
遁
し
て
、

一
命
を
全
う
せ
し
報
恩
を
思
ふ
故
也
と
い
へ
り
。

。
費
集
寺
親
骨
来
歴

砲
尾
記
に
云
ふ
。
寅
集
寺
の
本
雄
千
手
観
音
は
:
往
古
務
澄
大
師
越

在

四

前
の
越
智
山
に
於
て
一
つ
の
鍵
木
を
得
、
地
裁
菩
薩
・
観
世
音
菩
藍
・

孔
雀
明
王
の
三
勝
の
牟
像
を
彫
刻
し
、
中
堂
に
安
置
す
。
後
周
囲
平

泉
寺
の
大
聖
院
一
代
、
彼
の
三
掌
中
の
観
世
脅
菩
酪
を
甚
だ
信
仰
せ

り
。
然
る
底
天
王
の
兵
飢
に
一
山
分
散
し
‘
そ
の
折
か
ら
同
国
鳴
鹿

村
の
何
某
方
へ
来
る
底
、
子
細
有
っ
て
加
賀
園
河
北
郡
黒
津
般
の
本

地
堂
へ
安
置
せ
り
。
然
る
を
黒
捧
般
の
紳
職
粛
藤
氏
、
黒
海
舶
の
本

祉
は
勿
論
、
集
勤
せ
し
紳
枇
共
に
約
め
あ
る
本
地
悌
E
も
を
ぽ
悉
く

取
除
き
た
り
。
共
の
頃
右
観
世
音
の
古
像
を
ぽ
寅
集
寺
へ
移
し
、
本

掌
併
と
悲
し
た
る
た
り
と
い
へ
り
。
按
宇
る
に
‘
奮
落
中
に
諸
紳
祉

の
本
地
等
の
悌
像
を
取
除
き
た
る
は
何
れ
の
頃
た
ら
ん
か
。
遁
考
す

ぺ
し
。
漸
得
雑
記
に
戟
せ
た
る
金
津
三
十
三
所
観
音
順
磁
歌
と
い
ふ

も
の
あ
り
。

廿
一
番
貧
集
寺
。
と
と
し
へ
に
弼
陀
の
御
聞
は
寅
集
寺
ゃ
い
つ
も
っ

き
せ
ぬ
事
ぞ
う
れ
し
き

右
三
十
三
首
和
歌
者
。
依
ι
入
所
望
吋
取
昌
寺
一
鋭
意
-
俊
之
。
従
二
位
中

納
言
有
藤
卿
門
弟
某
。
と
あ
り
。

。
鳳
嵐
山
祇
陀
寺

曹
洞
宗
也
。
貞
享
二
年
の
由
来
容
に
去
ふ
。
営
寺
開
基
年
代
不
E

相
知
吋

E

-

-

.
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最
前
者
永
昌
院
与
稀
し
、
蛍
所
百
姓
町
に
有
v
之
。
共
後
小
立
野
へ
移

輔
、
地
子
地
陀
有
v
之
底
‘
御
用
地
に
被
z
召
上
一
寛
文
十
一
年
泉
野
今

之
地
へ
再
穂
仕
。
延
貧
七
年
に
寺
鋭
紙
陀
寺
与
改
稿
。
紙
陀
寺
は
、

大
衆
寺
三
代
明
峰
和
倫
之
弟
子
大
智
和
倫
の
開
基
。
と
あ
り
。
按
宇

る
に
、
完
勝
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
、
紙
陀
寺
上
原
地
町
と
い

ふ
一
町
を
載
せ
た
り
。
紙
陀
寺
の
奮
寺
地
怠
る
ぺ
け
れ
ど
、
共
の
地
い

ま
だ
鮮
か
た
ら
宇
。
三
州
志
来
因
概
覧
に
云
ム
。
紙
陀
寺
は
昔
石
川

郡
吉
野
村
の
寺
町
と
-E
ふ
所
に
あ
り
て
‘
大
智
締
師
そ
の
閉
山
也
。

宮
樫
昌
家
の
叔
父
定
照
居
士
、
大
智
に
蹄
依
し
、
居
士
隠
居
せ
し
時
.

共
の
舘
の
吉
野
に
在
り
け
る
を
修
治
し
て
紙
陀
寺
と
競
し
、
と
L
K

大
智
を
住
せ
し
む
。
是
延
元
中
の
事
と
い
へ
り
。
大
智
の
位
牌
に
は
、

貞
治
丙
午
十
二
月
十
日
と
あ
り
。
大
智
の
師
明
峰
も
此
所
に
隠
居

す
。
故
に
明
峰
の
遺
墳
あ
り
。
紙
陀
寺
創
迭
の
後
、
百
年
を
経
て
祝

融
に
躍
り
、
其
の
後
越
中
守
山
に
再
興
せ
し
を
.
慶
長
中
金
津
八
坂

へ
遜
地
し
、
大
安
寺
と
改
銃
し
、
叉
故
あ
り
て
鶴
林
寺
と
改
稿
す
。

今
の
鶴
林
寺
是
也
。
右
鶴
林
寺
の
改
鋭
せ
し
時
大
衆
寺
月
舟
和
備
、

大
智
締
師
創
立
の
寺
競
の
慶
せ
ん
事
を
痛
み
、
延
寅
七
年
大
衆
寺
の

子
院
永
昌
院
を
取
立
て
a
A

鳳
恩
山
紙
陀
寺
の
寺
競
を
復
古
し
、
宮
樫

金
滞
古
蹴
志
巷
エ
十

家
普
等
の
寄
附
欣
共
の
他
の
什
物
共
を
鶴
林
寺
よ
り
諦
取
り
た
り
。

天
明
六
年
発
源
寺
破
却
の
頃
、
彼
の
堂
宇
を
引
移
し
て
再
建
す
と
い

ふ
。
営
寺
は
中
絶
の
寺
践
を
再
奥
せ
し
新
寺
・
な
る
が
故
に
‘
檀
家
も

た
く
、
漸
く
些
少
の
閥
堂
金
の
利
金
を
以
て
相
続
し
来
る
底
、
明
治

厳
藩
置
勝
の
後
は
益
t

寺
産
を
失
ひ
.
永
続
の
見
込
も
た
く
、
彼
の
堂

宇
を
段
ち
て
小
庵
を
建
て
J

僅
に
寺
競
を
存
す
る
の
み
。

。
関
粗
大
智
穂
師
偉

扶
桑
洞
上
聯
燈
鍛
傘
こ
に
云
ふ
。
加
州
獅
子
山
祇
陀
寺
大
智
締
師

d

肥
後
州
宇
土
郡
長
崎
村
人
也
e

賞
制
併
以
昌
雄
戯
-
作
=
働
事
吋
七
歳
就
‘
父

諦
=
出
一
家
日
一
父
不
v
奪
a
共
志
↓
…
携
投
=
寒
般
締
師
於
大
慈
↓
巌
一
見
器
v
之

ι

手
把
=
操
卓
鰻
頭
・
奥
v

師
。
喫
次
問
日
@
汝
名
議
席
慰
.
師
国
高
十
a

燥
日

高
十
喫
a
鰻
顕
-
時
如
何
“
査
以
a

鼠
岡
管
相
近
-
戯
一
い
之
也
.
師
国
如
=
大
蛇
脊
a

小
蛇
吋
山
般
日
必
放
有
昌
小
智
慧
吋
・
冥
命
=
小
智
一
師
不
v
諾

由
v
是
犬
智
之

名
越
昌
人
耳
二
X
h
m
。
二
十
五
歳
附
v
舶
入
v
元
。
常
=
仁
宗
延
蹴
元
年
-
也
云

ぺ

久
v
之
思
v
蹄
@
英
宗
詔
駕
畠
本
国
舶
二
開
港
v
侮
問
。
高
墨
北
朝
宜
晶
玉

額
二
ニ
山
東
海
港
a

蹄
般
一
室
思
至
厚
勝
v
何
報
。
一
般
心
脊
籾
誌
年
刊

蹄
至
昌
海
中
吋
忽
石
品
ん
起
"
吹
入
a
高
麗
吋
一
般
破
.
以
ν
偽
呈
v
玉

ω

有
T

瞭
却

漂
流
生
死
海
。
今
朝
更
被
-
-
業
風
吹
-
之
伺
占
。
王
乃
命
浮
v
舟
相
選
。
著
=
加

五
五




